
令和５年度決算において損失が発生するなど早急な業務改善が必要であることから、CATOにおいて現在、以下の
ような取組を行っているところ。

Ⅰ 財務担当理事の選任：令和６年６月の総会で財務担当理事を選任し，定期的に財務状況を点検する。

Ⅱ 経費削減策の実施：委員会のWeb化等により旅費他約7,400万円（令和６年度）の経費削減を実施する。

Ⅲ 令和７年度以降の事業の見直し（可能な限り前倒しで実施）

（１）OSCEの，評価者や模擬患者の養成の担い手・方法・質の検証等について，試験の信頼性・公平性の維持と
経済効率性との観点から見直しを行う。

（２）医学生OSCEの評価者数は，当面各課題１名での実施も可とする。課題数は，大学の環境が整うまで当面
 は８課題とする。この２点について，共用試験部会における検討を要請する。

Ⅳ 会費の見直し：令和６年６月の総会で医学系会員126万円，歯学系会員65万円の追加を決議

Ⅴ ガバナンス改革
（１）役員の定年制や任期更新の回数制限等を含む役員選考規程制定の検討
（２）ＡＪＭＣ（全国医学部長病院長会議）や歯科大学学長・歯学部長会議など関係団体との意思疎通の推進
（３）文科省・厚労省との定期的な情報連絡の機会を確保
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